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呼 吸器感 染症 に対す るCefpiromeの 使 用経験

林 泉

いわき市立総合磐城共立病院呼吸器科*

現 癌研究会附属病院内科

肺 炎2例,慢 性 気 管 支炎1例 にcefpirome(CPR)を 投 与 し次 の 成 績 を得 た 。

CPRは1gを1日2回5%ブ ドウ糖 液250mlに 溶 解 し,60分 間 で 点 滴 静 注 した 。 投 与 日数 は7僧15日 間

(平 均11日 間)で あ っ た.総 投 与 鼠は14.0～30.09(平 均2179)で あ っ た。

細 菌学 的 効 果:CPR投 う 前の 喀 痰 か らStreptococcus pyogenes 1株 が 分 離 さ れ たが,本 剤 使 用 に よ り消

失 した 。

臨 床 効 果:著 効1例,有 効2例 で あ り,す べ て 有効 以 上で あ った 。

副 作 用:1例 に投 与 開始1日 後,軽 度 の め まい お よ び 中等 度 の 腹 痛 が 見 られ た 。7日 間投 与後 に中 止

したが,中 止 後 症状 は消 失 した。
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CPRは ヘ キ ス トジ ャパ ン株 式 会 社,日 本 ル セ ル株 式 会

社 に よ り共 同 開 発 中の セ フ ェム 系注 射 剤 で あ り,一 般 名

はcefpirome (CPR)で あ る。

グ ラ ム陽 性 ・陰性 菌 に対 し幅広 い スペ ク トル を有す る。

特 にStaphylmccus aureusお よ びStaphylococcus epidermidis

に 対 し0.2μg/mlか ら0.39μg/mlと,従 来 の セ ブ エム 剤

よ り4～8倍 強 く,腸 内 細 菌 群 に 対 して もceftazidime

(CAZ),latamoxef (LMOX), cefoperazone (CPZ), cefo

taxime(CTX)と ほ ぼ 同 等 か,若 干 強 い 抗 菌 力 を示 す1)。

ま た,Pseudomonas areuginosaに 対 し てCAZよ りや や 劣

る もの のCPZと 同等 と され る1)。

呼 吸 器 感 染症 に 多 い菌 の 中 で,そ れ ぞ れ のMICはStrep-

tococcus pneurnoniae に0.013～0.025μg/ml,Streptococcus

Pyogenes に0.013μg/ml,Klebsiella pneumoniae に0.013μg/ml,

Haemophilus influenzaeに0.05μg/mlで あ る1)。

MIC値 とMBC値 の 差 は小 さ く,殺 菌能 も強 い と され る1)。

β-ラ ク タマ ーゼ に対 して ペ ニ シ リナ ー ゼ 皿型 お よ び

セ フ ロキ シマ ーゼ を除 き非 常 に安 定 で あ る。 ペ ニ シ リ ン

結 合 蛋 白PBP3,PBPIBに 強 い 親和 性 を示 す 。

血 清 タ ンパ ク結 合 率 は ヒ トで7%と 低 く,大 半 が遊 離

の ま ま作 用 す る と考 え られ る。

本 剤19を60分 間 点 滴 静 注す る と,血 中 最 高濃 度(Cmax)

は59.5μg/ml,β 相 に お け る半 減 期(T1/2)は1.7時 間 で あ

る。

こ れ らの性 質 をふ まえ て呼 吸 器 感 染 症 に本 剤 を投 与 し,

有 効性,安 全 性 を検 討 した。

1988年1月 か ら3月 の 問 に い わ き市立 総 合 磐 城 共 立 病

院呼吸器科外来 を受診 した52歳 か ら81歳 までの男性2例,

女性1例,計3例 の呼吸 器感 染症患者 で,肺 炎2例,慢 性

下 気道感染症1例 で ある。肺炎 の2例(52歳 男性,80歳

女性)は いずれ も陳 旧性肺結核 を基礎疾患 として有し,

慢性 気管支 炎の81歳 女性 は気管 支喘息 と刺激結腸 を有

して い た(Table1)。CPRは1日19を596ブ ドウ糖液

250mlに 溶 解 し,1日2回60分 間で点滴静注 した。投与

期 間はそれぞれ11,15,7日 間であ った。

臨床効果判定基準 として,起 炎菌の動向および臨床症

状 の変化 ならびに臨床検査値 の動向 を以下の基準にもと

づ き本剤投 与前,3日 後,7日 後,14日 後に判定 した。

投 与が14日 未満の もの あるいは14日 以上になったもの

は投 与終 了時 に行 った。

著効.起 炎菌が3日 以内 に消失 し,発 熱,咳,疲 など

の臨床症状 が3日 以内 に著明改 善 し,CRP,WBC,ESR

などの臨床検査値が3日 以内に著明 に改善 したもの。

有効:起 炎菌が7日 以内に消失するか,著 明に減少 し,

臨床症状お よび臨床検査値が7日 以内に改善す るか,14

日以内 に正常に戻 った もの。

やや有効 二起炎菌 の減少が認 め られて も,14日 たっ

て も消失せず,14日 以 内に臨床症状 の改善お よび臨床

検査値の正常化の傾向がみられて も正常 化 しない もの。

無効:14日 た って も菌の減 少がみ られなかった り,

菌交代症 を来 た した もの。 または臨床症状お よび臨床検

査値の まった く改善 しない ものあるいは悪化 したもの。

細菌学 的効 果は3症 例 の うち,第2症 例 の喀痰 か ら本

剤投与前 にS.pyogenesが 有意 に分離 された。本剤投与に
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Table 1 Clinical response to cefpirome in RTI

RTI: respiratory tract infection NF: normal flora tbc: tuberculosis

Table 2. Laboratory findings before and after administration of cefpirome

より4日後には除菌 された(Table1)。

臨床効果 は著効1例,有 効2例 で あ り全例有効以 上で

あった。

安全性 につ いては,本 剤投 与に より1例 に投 与開始後,

軽度のめまいおよび中等度の腹痛が見 られた。 この患者

は以前めまい を来た した経験 はなか った。刺激結腸 と し

て投薬を受けたことが あった。

CPR投 与 第2回 目のあ と,全 身が だる くな り,め まい

と腹痛 を呈 した。60分 間点滴終r後,腹 痛が増 強 した

ためBuscopan(R)を 静注 し,腹 痛 とめ まいは消失 した。

午後6時 第3回 目を投与 したところ,再 び腹痛が出現 し,

レペ タン(R)を1/2A筋 注 した。

以後投薬は続 けられ たが,め まい と腹痛 は軽度 なが ら

続いた。3月28日(3日 後)午 後か らMelex(R)1.5mgを 投与

したが症状の改善 が得 られないため4月1日 午前 の投 薬

で終了 とした。4月2日 か ら,め まい と腹痛は消失 した。

本剤との因果関係 は「多分関連あ り」と思 われた。臨床検

査値に異常 を来た した例はなかった(Table2)。

CPRは 種々の点でCAZと 近似 している。 グラム陰性 菌

に対す る抗菌力はCAZと ほぼ同等 か,や や優れている と

思われる。 グラム陽性菌に対 してはCAZよ り三段 階優 れ

ている。

注射用セフェム剤 は最近S.aureus等 の グラム陽性 菌に

も抗菌力のあ るものが求め られているが,本 剤は最 も優

れているものの一つ と言える。

我 々の症例 の一つはS. pyogemsに よる肺炎であ ったが,

本剤によ り速やかに除菌 され,臨 床症状 も速 やか に改善

した。

本剤はS.aureusに 対 する抗菌力 もCAZよ り優れている

ことか らS. aureus感 染症に も有力 と思 われるが,MRSA

に も試みたい。

本剤 の作 用点がPBPIBで あるこ とか ら,も し本剤が

無効 なMRSAに 対 してはfosfomycin(PBP2'に 強 く親和す

る)との併用 が良い可能性 が高い。PBP1か ら4までの う

ち,い ず れか2つ を親和す る併用療法がMRSA対 策 と し

て有効 と思 われるか らである。

CAZが 呼吸器感染症には高 い有効性 を示す ことは周知

の通 りであ るが,CPRが グラム陽性 菌に対 してCAZよ り

優 れてい るこ とを考 えると,本 剤が呼吸 器感染症には更

に有効 である可能性が高 い。我 々は3症 例に使 用 したに

過 ぎないが,将 来更 に症例 を積 み重ねて本剤の有効性 と

安 全性 を確認 したいと考えている。

我 々の3症 例で軽度の副作用が認め られたが,多 くの

症例 での成績か ら本剤の安全性 を更 に検討 したいと考 え

ている。
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We performed a clinical evaluation of cefpirome (CPR), a new cephem, in three patients with respiratory tract infection: a

52 year-old male, an 80 year-old male and a 81 year-old female.

CPR was given intravenously by drip infusion in daily doses of 2 g in two divided portions.

The duration of administration was 7-15 days. A strain of Streptococcus pyogenesidentified from the sputum was

eradicated. All three patients were cured:response was excellent in one and good in two cases.

Vertigo and abdominal pain were noted in one case.


